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6．1 通じる心   
6．2 書きことばの力   
6．3 社会的流通回路  
7、言語の注釈機能について  
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下の園は、私のことばでそれを置きかえたものである。   















察されるわけである。   
ヤコブソンには関係なく、時枝誠記氏は、言語の機能を、実用的機能、鑑賞  
的機能、社交的機能に分けた。物遠び機能が実用的機能に当り、重賞機能は、  













1．言語行動に話し手がどう表われるか。   
2，相手への働きかけがピう表われるか。   
3．「はなし」に托された機能をどう見るか。   
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4．ことばが運ぷ情報の価値をどう見るか。   
5．言語行動の場面論。   
6．伝達の流通回路の藷   
7．言語の注釈機能について。   
各項の表現形式がやや不ぞろいではあるが、このように分け、以下、この七  
つの観点から、つれづれ草の中の言語行動論を見て行こう。   
つれづれ草の本文を引用するときは、北村季吟の r文．段抄」による。本は、  
鈴木弘恭の訂正増補になるF訂正増補徒然草文段抄』（明治27年初版、同年訂正  
2版、青山堂書房）の大正5年の版を用いる。   
1．言語行動に話し手がどう表われるか   




















方針である。「良要は深く蔵して虚しきが如し」とか「能ある鷹は爪をかくす」   
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という平凡な処世訓だといえば、そうであるが、四十余年の人生を経てきた兼  































しまってから、「きはまりなき放言しつとおもひける気色にて。馬ひきかへして   

















（むすなおに信じて言うままに計られる人   
②信じすぎて自分でも一層うそを添える人   
③何とも反応しない人   
④半信半疑で案じている人   
⑤信じ込みはしないが、「そんなこともあるか」ぐらいに思ってすます人」   
⑥わかっているような顔で聞いているが、何もわかっていない人  
（卦そんなことだろうが、間違いもあるかもしれないと怪しむ人   
⑧何のことはないじゃないかと片づける人   
⑨からくりはわかってt】ても、知らん顔で聞いている人   
⑱すべてを知った上で、うそをつく人に合流して、自分もうその片棒をかつ  






おに計られた人は、純真に、そのまま話を伝えるだろう。⑧は、話に爺をかけ   































からないことを知りたくて質問するのとは全くちがって、相手を、いいように   


























人たちがいただろう。そういう人のそういう物言いへの非難と見たい。   






つもりではないのだと言って弁護する話がある。荒々しい田舎者だと思ってい   













いる。   



















さいと言って棄ててしまったのを「いかばかり心のうちすゞしかりけん」と礼   
林  四 郎  112  
賛している。これは言語行動について言っているのではないが、自分を無の世  
界に解き放っている人の心を、この上なくすずしいものと見た兼好にとって、  









心が深かったから、ここには、特に言うべきことが多い。   






ルの性格として、これは、やはり大事なことである。   
このほか、同じ段で、梁塵秘抄の罫曲をほめ、16段で神楽をほめている。神  
楽は言語作品とはいえないが、関係はある。   
3．2 あだ名への執着   
兼好はあだ名に非常に興味をもっていた。たしかに、あだ名は民衆が作るこ  







「はらあしき」人なのだということを、つれづれ草は敢えてくれる。   






















らしい。   










103段には、「くすし忠守」なる者が大覚寺殿で「我朝の者とも見えぬ忠守か   
林  四 郎  114  
な」と、なぞなぞをかけられ、人がそれを「唐瓶子（からへいし）」と解いて笑っ  











の注釈者がさまぎまに推測を重ねている。   
3．4 もの言いの芸術   
その場で言ったことが当意即妙でまことにみごとである場合、これを興言利  














があるということであろうか。   
前に言及した107段の、女房たちの問いかけテストに対する答えは、どう評価  
されただろうか。「時鳥や聞たまへる」という問いに「数ならぬ身はえきゝ候は  
ず」と答えたのには「数ならぬ身」というところを「むつかし」と判定し、「岩   

































死に際は、静かで乱れずというのが最高のほめことばになるのだという。これ   

































のである。   




























きらっていることがわかるのである。   
3．5 宣言の機能   
口から出た言語作品がそのままで大きな価値をもつものに、文学的な力のほ  
かに、もうひとつ、宣言の力がある。宣言の機能については、J＿ L．オース  
チンが‘HowtoDoThingswithWords’で説いたとおりで、議長の開会・閉  
会の宣言とか、決議事項とか、法律の文言などのように、現実を規制する力の   
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皇居をたてられんに。なんのたゝりをかなすべき。鬼神はよこしまなし。とか   
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むぺからず」と言って、構わず蛇を棄てさせた。案の定、何のたたりもなかっ  





















とあきれている。   






そ偉けれ。最おろかに候」と言って、兼好をいい席にすわらせてくれたという   




無理に恰好をつけたような感じでしめくくっている。   
57段では、人が語り出した都物語の歌がよくない場合を例にして、「すべでい  
ともしらぬ道のものがたりしたる。かたはらいたく聞にくし」と評している。  
話の内容がわるくては、どうにもならぬということである。   



















察をしている。   
5．1 理想的な談話場面   
兼好は、だれかがだれかに話をする場面について、どんな場面が最も望まし  
いと考えていただろうか。   
56段に、この間いに対する絶好の答えが見られる。「よき人の物がたりするは。   












だという。   
これらの段に見える兼好の考えは、現代の私たちのそれとは大分ちがうよう  
だ。publicspeakingという話のありかたは、中世日本の法師には当然のこと、  
考えられなかった。   














た集団であったと見える。   
5．3 接触だけの横能   
接触することに意味があるという社交機能について、兼好はどう見ているだ  
ろう。   























とよし」と続けて言うのがそれである。   









する事。世なれずよからぬ人のかならずある事なり」   















楽しさを述べている。   
このような連帯をもたらす流通回路は、「つれづれ」の味を知る二人の聞でな  











も充分記憶にとどめる必要がある。   
その反対に、ふだん疎い人が「うちとけたる事」などを言ったときに、はじ  
めて連帯を感じる、というのは、だれもがよく経験することで、これは、めず  
らしくない。   
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ように、改めてその人をなつかしく思い出させる力をもっているのである。   




なく示したものである。この噂にほんろうされて約二十日、京、白ノーl辺の人が、   























という過程を、恐ろしいほど確かに見ているわけである。   
その間に処する各個人がいるが、それには、こんなタイプがあるという。  
（訂すぐばれるのも構わずに、ロにまかせて言いちらす人   
②自分でも本当とは思っていないのに、人が言ったことを得意になって吉tl  





えている。   
そして、だれでも、そらごとが自分に関係していて、しかも、自分に有利に   












全く知見がない。   





結 び  
つれづれ草の中に兼好の言語行動論をさがして読み、今いちばん感じている  
ことは、「つれづれ」ということばの意味を正しく知ることが、つれづれ草を知  
り、兼好を知るために、やはり、いちばん大事なことらしいということである。   
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